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は

が

て
昭
和
二
十
九
年
度
予
算
案
に
お
け
る
投
資
支
出

二
、
主
要
項
目
別
に
見
た
投
資
的
支
出
の
増
減

三
、
主
一安
産
業
に
及
ぼ
す
影
響

す
し

き

む

び

は

し

が

き

昭
和
二
十
九
年
度
予
算
案
は
、
収
支
と
も
に
九
、
九
九
六
億
円
と
辛
う
じ
て

一
兆
円
の
枠
内

に
抑
え
ら
れ
、
昭
和
二
十
八
年
度
予
算
よ
り
も
二
七
七
億
円
〈
約
二

・
七
%
)
縮
小
さ
れ
る
と
と

と
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
同
予
算
案
は
、
歳
入
に
従
来
の
ご
と
〈
自
然
増
収
を
計
上
す
る
ζ

と
な
ぐ
倒
保
し
て
お
り
、
そ
の
点
デ
フ
レ
的
性
械
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
他
市
二
十
八
年
度

か
ら
の
繰
越
が
相
当
額
に
の
ぼ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
な
お
イ
ン
フ
レ
要
因
を
内
包
す
る
も

の
と
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
点
を
別
と
す
れ
ば
、

二
十
九
年
度
予
算
案
は
外
形
上
は
イ
ン

フ
レ
的
で
も
デ
フ
レ
的
で
も
な
ぐ
、
一
応
中
立
的
と
み
て
よ
い
。

し
か
し
そ
の
内
容
を
み
る

と
、
本
年
度
比
二
七
七
億
円
の
縮
減
は
、
専
ら
投
資
的
支
出
の
削
減
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
産
業
界
へ
の
影
響
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
財
政
投
融
資
の
削
減
は
、
昨
年
の

景
気
を
支
え
た
根
幹
的
な
支
柱
の
一
つ
を
短
ぐ
切
る
こ
と
で
る
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
そ
の
幹
か
ら
派
生
し
、
景
気
の
支
え
に
一
役
担
っ
て
い
た
枝
も

一
緒
に
切
る
と
と
に
な

る
。
投
資
は
そ
の
よ
う
な
派
生
的
な
枝
が
多
い
と
い
う
意
味
で
、
消
費
支
出
を
同
じ
だ
け
切
る

以
上
に
影
智
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る
。
見
せ
か
け
に
せ
よ
何
に
せ
よ
、
兎
も
角
も
そ
れ
等
の
上

財

政

投
融

資

削

減

の

影

響

に
支
え
ら
れ
て
い
た
経
済
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等
の
支
柱
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
相
当
の

フ
リ
ク
シ
ヲ
ン
が
起
る
の
は
当
然
で
あ
る
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
見
せ
か
け
の
水
ぶ
ぐ
れ
経
済
を

是
正
す
る
た
め
の
己
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
り
、
既
に
覚
悟
の
前
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、

そ
の
影
響
の
現
わ
れ
方
如
何
は
や
は
り
等
閑
視
で
き
な
い
。
尤
も
経
済
上
の
変
動
は
、
す
べ
て

の
要
因
の
集
約
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
或
る
場
合
に
は
他
の
要
因
に
よ
っ
て
打
ち
消

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
単
純
に
財
政
投
資
の
削
減
の
影
轡
の
み
金
抽
出
し
て
考
え
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
以
下
そ
れ
が
主
と
し
て
産
業
界
に
ど
う
い
う
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
若
干
検

討
し
て
み
よ
う
。

一
、
昭
和
二
十
九
年
度
予
算
案
に
お
け
る
投
資
支
出

先
ず
昭
和
二
十
九
年
度
予
算
案
に
お
け
る
投
資
的
支
出
が
、
二
十
八
年
度
及
び
二
十
七
年
度

の
予
算
に
比
べ
て
ど
う
変
化
し
て
い
る
か
を
析
出
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
い
ま
衆
議
院
の

修
正
を
経
た
一

般
会
計
予
算
案
を
消
費
的
支
出
と
投
資
的
支
出
に
ふ
る
い
分
け
て
み
る
と
、
結

局
第
三
衰
の
ご
と
く
に
な
る
。
こ
れ
は
第
一
識
か
ら
第
ご
し
裁
を
導
き
、
岡
市
夜
の
こ
の
移
転
支
出

を
更
に
投
資
、
消
貨
に
分
け
て
縛
た
結
果
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
般
会
計
に
お
け
る

消
費
支
出
は
、
附
和
ご
十
八
年
度
よ
り
二

・
七
%
の
増
加
、
二
十
七
年
度
に
比
し
て
は
略
h

二

割
の
増
加
と
な
る
の
に
対
し
、
投
資
支
出
は
、
二
十
七
年
度
と
略
々
同
額
、
二
十
八
年
度
よ
り

-
四
六

O
億
円
、

一
四
%
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
九
年
度
予
算
案
の
特
徴
の

一
つ

が
、
投
資
の
削
減
に
あ
る
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
(
註
)

(註

)

消
費
支
出
は
総
額
で
は
前
年
度
比

一
八
三
億
円
の
増
加
で
あ
る
が
、
防
衛
及
び
講
和

関
係
貨
が
二
八
四
億
円
、
民
生
安
定
貨
が
二
回
四
億
円
増
加
し
、
そ
の
他
の
行
政
資
が

大
師
に
州加
減
さ
れ
て
い
る
。
防
術
関
係
蜘
の
ご
と
き
不
生
席
的
消
賀
支
出
の
制
加
は、

今
一
つ
の
二
十
九
年
度
予
算
の
特
徴
と
秘
め
ら
れ
る
。

一
般
に
は
民
生
安
定
貨
の
削
減

が
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
れ
で
充
分
か
否
か
は
別
と
し
て
、
絶
対
額
で
は
却
っ
て
増
加
し

て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
財
政
の
投
融
資
は
、
右
の
一
般
会
計
の
投
資
支
出
の
ほ
か
に
、
資
金
運
用
部
そ
の

他
の
特
別
会
計
の
投
融
資
を
含
む
が
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
財
政
投
融
資
は
、
通
常
昭
和
二
十

八
年
度
の
三
、
一一一
八
九
億
円
か
ら
二
、
八
O
五
億
円
に
約
五
八
四
億
円
減
少
す
る
と
さ
れ
て

い

る
。
し
か
し
こ
の
う
ち
に
は
、
国
家
財
政
資
金
に
よ
る
投
出
資
若
し
く
は
政
府
ψ
識
の
投
出
資

五
回
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(
そ
の

財

一、』ノ

政

の
範
囲
外
で
あ
る
地
方
債
公
募
分
二

O
O億
円
(
昭
和
三
十
八
年
度
二
三
五
億
円
)
が
含
ま
れ
て

い
る
。
財
政
投
融
資
中
に
こ
れ
を
含
め
る
な
ら
ば
、
地
方
自
治
体
の
国
家
資
金
又
は
地
方
債
に

よ
ら
な
い
投
資
支
出
を
も
含
め
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
面
資
金
運
用
部
、
簡
保
資
金
等

に
よ
る
地
方
債
引
受
分
の
全
額
を
投
資
支
出
に
宛
て
ら
れ
る
と
み
る
こ
と
も
妥
当
で
な
い
。
そ

こ
で
地
方
債
公
募
分
及
び
資
金
運
用
部
等
の
地
方
債
引
受
顧
の
う
ち
消
費
支
出
に
宛
て
ら
れ
る

と
見
込
ま
れ
る
額
〈
自
治
庁
調
に
よ
る
と
従
来
地
方
財
政
資
金
の
一
-
一分
の
一
が
投
資
に
、
三
分

の
こ
が
消
費
支
出
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
)
を
外
し
て
み
る
と
、
財
政
投
融
資
は
二
十
八
年
度
の

-
一
、
四
八
九
億
円
か
ら
二
、

O
O
九
億
円
に
約
四
八

O
億
円
減
少
、
昭
和
二
十
七
年
度
の
二
、

二
O
二
億
円
よ
り
-
九
三
億
円
縮
小
す
る
。

そ
こ
で
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
通
計
し
、
重
複
分
を
控
除
し
て
み
る
と
、
第
五
表
の
通
り

昭
和
二
十
九
年
度
予
算
案
に
よ
る
投
資
文
出
は
、
二
十
七
年
度
よ
り
一
一
一
一
一
億
円
多
い
が
、
二
十

八
年
度
よ
り
六
六
九
億
円、

一
二

・
七
%
方
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
。
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昭
和
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十
九
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般
会
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第
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丸
、
三
二
五

移投

支支

出出

転資

，AE
E
 

M--z
日

(
第
三
表
)

て
九
O
λ

阻
二

九
四

九
、九
九
六

二
、
二
ニ
λ
一

四
、一二
九
二
一

一
O
、a
時七
二
一

昭
和
二
ト
九
年
度

一
般
会
計
蔵
出
予
算
支
出
区
分
同

一
昭
和
二
十
九
年

一
度

予

算

案

出

一

U
H

一

他

一

訳〉

一

支

出

一

防
衛
及
諮
和
関
係
資

一

民

生

安

定

費

一

そ

の

他

行

政

費

等

一

投

資

支

出

一

公
共
事
業
及
食
糧
増
産
一

位

ザ

一

住
宅
、
営
縮
、
施
設

白

金

融

的

投

資

一

地

方

財

政

資

の

対

一

イ

ン

ベ

ン

ト

リ

!

一

電

々

公

社

交

付

金

一

区

分

総 総 c b a 

総

費

支

I自

総

投

資

支

そ

のJ
T
 

亘

2
u

丙
r簡

費

九 三 一、 、
三三八
二 一七
五九四

(
単
位

億
円
)

二、

O

一
一

昭
和
三
卜
八

年

昭

和
二
十
七
年

度

予

算

一

度

予

算

七、

O
六
四

二
、
七
七
一
二

一
五
七

九

九
九
六

七、

O
六
四

て
五
四
九

一、
四
七
九

四
、
O
一二
六

二
、七
七
三

一
、
六
七
四

一
一一一
一四

二

O
O

六
六
五

六
、
八
八

一ー一、
一一一一一一一

一
五
八

一
O
、
二
七
二

六
、
八
八

て
二
六
五

て
二
三
五

四
、
一一一八

一

、
一一一一一一一

て
八
五

O

二
五
六

四
二
九

占ハ
品ハムハ

。。

一一一一一

昭
和
二
十
九
年
度
一
般
会
計
蹴
出
予
算
支
出
区
分
付(
単
位
億
円
)

L
J

一
昭
和
二
十
九
年

一
昭
和
三
十
八
年

一
昭
和
二
十
七
年
一

づ

一
度

予

算

案

一
度

一
度

一

出

一

一一一、八九
三
一
一
一
一
、
七

回

二

一

回

、
一一
一一
二一

五
回
三

六
、
四
三
六

二
、
七
七
九
一
一O

丸
、
コ
一
二
五

六
、
四
三
六

七
五
回

、
六
七

二
、
七
七
九

一
、三
四

一

四一
二 i 八
四
l¥ 

。

三
五

O。



計 四 (29、28、27は会計年度、単位徳円)

業投資会青| 公 3寸(j:・ イFi t仁志、島

29 I 28 I 27 I 
~lli 夕、，

29 28 27 29 28 27 

1，674 1，8401 1，341 1，674 1，840 1，341 
665 666 483 665 666 1{83 

234 256 183 234 256 183 。。350 。。350 
2，573 2，マ62 2，357 2，5'マ3 2，762 2，357 

。325 。。325 。。325 
460 220 335 600 350 335 600 350 。。。 40 。。40 
150 。260 8 260 200 8 

。30 200 256 210 200 256 210 2を7年含度む分li中小漁業融資5

111 96 100 111 96 100 

145 158 197 145 158 197 

130 130 20 130 130 20 2含マ年む度分には商工中金20を

35 25 。 35 25 。
10 15 10 10 15 10 

10 10 。 10 10 。
190 300 360 190 300 360 

。。22 。。22 27JI!N:の22I主総出信用保験幣、局中小企業信用保険、造

s10 5マ5 1，426 1，790 1，642 1，426 1，マ90 1，642 

70 145 160 120 85 。190 230 160 。32 135 70 マ5 。 70 1ぴ7 135 
5 5 10 。。。 5 5 10 
20 23 22 。。。20 23 22 
95 205 327 190 160 。285 365 32マ

※※ 
※※ 998 ※※ 699 

※ ※ 
894 200 235 。1，094 1，233 699 。 1 。。。。。 1 。
894 999 699 200 235 。1，094 1，234 699 

(610) (5マ5)(2，415) (2，994) (2.6G8) (390) (g9fi) ( 0) (2，80fi) (九389)(2，ss8) 

610 6マ5 4，988 5，756 5，025 390 395 。5，37~ 6，151 5，025 

(610) (5マ5)(4，392) (5，091) (4，559) (190) (160) ( 0) (4，582) (5，251) (4，559) 

邑A
a冊

説

(そ

の

、、J

財

政

五
四
四



資
-一一一-一-

一 般 ~ 弐 資金運 用 部 簡保資 金|産
項 目

29 I 28 I 27 I 29 29 28 29 28 27 

I 官公直接投資

公共事業及食糧増産 1，6マ4 1，840 1，341 
地方財 政(U) 665 666 483 

住 宅、営結、施設 234 256 183 

インベントリー 。 。350 
言十 2，573 2，マ62 2，357 

E 民間への資金供給

(金融的投資)

見 返 資 金 。 。。。。。 。
開 発 銀 行 。 。130 260 140 。 ワE

輸出入銀行 。 。40 。。。 。
電源開発会社 。 。。160 50 8 100 

農林漁業金融公庫 91) 206 70 105 50 110 。
国民金融公庫 20 45 60 91 51 40 

住宅金融公庫 50 58 80 95 100 117 

中小企業金融公庫 25 110 20 105 20 。
勤労者厚生住宅 。 。。 35 25 。
帝都 高 速度 。。。 10 15 10 
国 i標 航 空4匂L・ 10 10 。。。。
金 融債引受 。 。。190 300 360 
金商可t六srr 中、輸出信用保険 。 。22 。。。

200 4.29 422 1，051 マ51 645 

阻政府事業建設投資

国 有 鉄 道 。 。。 70 145 160 
電 々 公 社 C 32 。。。135 
郵 政 竜王 業 C 。。 5 5 10 
特 定 道 路

。 10 。 20 13 22 
計 C 42 。 95 163 327 

N そ の {也

0※※ 434 ※※ 808 
※※ ※※ 460 ※※ 190 

地 方 イ責 。 。 699 。
特 J1IJ 鉱 害 。 。。。 l 。。。。

計 。 。。434 809 699 460 190 。

E、聞及びNの計 (200) (471) (422) (1，580) (1，723) (1，671) (460) (19的 ( 0) (1'ワ5)
/ロ¥ 計噌 2;ママ8 3，233 2，7守9 1，580 1;マ23 1，6マ1 460 190 。1マ5

(計※及び※※の%を除〈合、/ (2，773) (3，233) (2，ママ9)(1，291) (1，184) (1，205) (153) ( 63) ( 0) (175) 

市H投政財(第四表)

財

政

投

融

資

削

減

の

影

響

五
四
五



論

-
説
(
そ
の

一、ーノ

財

政

財

政

総

投

資

支

出

の

比

較

二
十
九
年
度

二
、
七
七
三

二、

0
0九

付

ニ

0
0

問
、
五
八
二

六
六
九
二
一一一

〈
第
一
心
茨
)

川

w
.一
般

会

計

投

出

資

制

財

政

投

融

資

料

霊

複

分

控

除

伺

合

計前
年

度

比

較

前

々

年

度

比

較

{吋(→

(
単
位
億
円
)

二
十

八

年

度

二

十

七

年

度

三
、
二
一
三
二

二

、
七
七
九

二
、
四

八

九

二

、

二

O
二

付

四

七

一

付

四

一一
一一

五
、
二
五

一

四
、
五
五
九

六
九
二

例

ニ
、
主
要
項
目
別
に
見
た
投
資
的
支
出
の
滑
滅

い
ま
見
た
通
り
昭
和
二
十
九
年
度
の
財
政
投
資
支
出
は
、
総
体
と
し
て
二
十
λ
年
度
よ
り
約

一
一
一
一
%
方
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
項
目
別
に
そ
の
増
減
を
み
る
と
第
六
表
の
通
り
で
あ

る。〈第
六
哉
〉

財

政

総

投

資

支

出

の

項

目

別

相

減

同仁) ~→ 

公
共
事
業
資
及
び
食
粗
増
産
技
等

住

宅

、

営

綿

、

施

設

費

地
方
交
付
金

中

の

投

資

支

出

('Ii) (1同)

. ，、、

ソ

、J

ト

イ
1 
民

間

資

金

供

給

開

発

銀

行

及

び

見

返

資

金

輸

出

入

銀

行

電

源

開

発

社

出

林

漁

業

融

民

金

融

陣

宅

金

融

附

小

企

業

融

労

者

陣

"" 
の

2 3 

会金公公金

生

住

4 5 

勤中住回

G マ8 

宅

二
十
八
年
度
比

一
ム
ハ
六
二一一

(一)(ー)←) (→ 

/， 
四 O

(一)

二
六
五

。
六
O
五
六一TA---一。

一O

←) (+) (→ (+J 的

〈
単
位

億
円
〉

二
十
七
年
度
比

一一一一一一一一一

(ー)ト)(+) (+) (+) 

]j. ^ 五
O
一
六

(+) (+) (ー)(+) (→(サト)(→ 

四 l剖
00  

二
五
二一O一一

主
二
一一
O五

五
四
六

9 

国務

都

高

速

際

航

融

債

引

{ー)

O
 
一O
一
七
O
一
一一
一

空度

五O
 

一-
00
 

(ー)(ー)(+) 

12 11 10 

金

他受

{ー)

そ

の

村

投

資道

官

公

社

郵

政

事

業

特

定

道

路

資
金
運
用
・
部
等
の
地
方
債
引
受
に

よ
る
投
資
支
出
推
定
制

別

鉱

(ー)←)ト}

-~ 

ト)ト)(一) (+) (→ 

内
二
三

O
六
五五一一

政

府

事

業

国

有

建

鉄殻

凶i 八

00  

1 2 

々

8 

。

4 

H {一)

品
リ

六
五

tゆ

五

ト)(ー}

。

。l)例

特

音|・ 寺島

4

・

一一一一一

六
六
九

合

次
に
そ
の
う
ち
主
な
る
も
の
に
つ

い
て
増
減
の
内
容
を
朔
っ
て
み
よ
う
。

付

公
共
事
業
資
及
び
食
粧
増
産
賀
等

l
前
年
比
一
六
六
億
円
(
九
銘
〉
の
減
少
で
占
め
る
が
、

減
少
が
著
し
い

特
に
投
資
甜
市
討
を
伴
う
文
山
の

予
備
費
八

O
億
円
中
一
般
予
備
貨
を
二
十
七
、
八
年
度
の
当
初
予
算
と
同
様
三

O
億
円
、
差

額
五

O
億
円
を
災
害
対
策
予
備
費
と
み
て
、
こ
れ
を
含
め
て
み
る
と
、
一
、
六
七
四
億
円
と
前

年
度
の
て

λ
凶

O
億
円

(
災
害
対
策
予
備
資
一

O
O佑
円
を
含
み
、
特
定
道
路
一

O
他
円
を

控
除
〉
に
比
し

一
六
六
億
円
の
減
少
で
あ
る
が
、
前
々
し年
度
に
比
し
て
は
な
お
一二一一一
三
位
円
多

い
。
そ
の
内
で
、
食
粒
増
産
貨
は
、
二
十
八
年
度
に
比
べ
約
一
九
億
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
耕
駈
改
善
賞
、
災
笹
山
民
家
営
出
資
金
利
子
補
給
金
等
の
支
出
増
加
に
よ
る
も
の

で
、
土
地
の
拡
強
改
良
質
は
逆
に
約
六
億
円
減
ら
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
聞
に
お
い
て
補
助
金
的

支
出
が
多
〈
な
っ
て
い
る
点
が
住
制
さ
れ
る
。
公
共
事
業
貨
は
食
料
増
・
託
費
と
は
逆
に
一
一
一一
七

億
円
の
大
削
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、
治
山
治
水
却
は
却
っ
て
間
五
億
円
の
桶
加
と
な
っ
て
お

り
、
布
は
専
ら
災
務
復
旧
貸
及
び
冷
野
放
出
土
木
貨
の
圧
縮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
公
共
事
業
費
、
食
粗
増
産
技
等
の
増
械
を
セ

メ
ン
ト
、
木
材
等
の
建
設
資
材
需



要
を
伴
う
も
の
と
単
な
る
移
転
支
出
と
に
分
っ
て
み
る
と
、
概
略
な
が
ら
後
者
の
二
O
億
円
増

K
対
し
て
前
者
は

一
八
六
億
円
の
減
少
と
推
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
建
設
資
材
の
需
要
及
び
島
村

の
雇
用
面
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
恐
ら
く
予
算
の
表
面
か
ら
窺
わ
れ
る
以
上
に
大
ぎ
い
も
の
が
あ

る
と
推
測
さ
れ
る
。

同

住

宅

、
営
繕
、
施
設
費

l
前
年
度
比
九
%
の
減
少

前
年
度
比
一

一二
億
円
の
減
少
で
、
こ
の
う
ち
住
宅
対
策
貨
は
三
位
円
、
文
教
施
設
費
は
五

・

七
億
円
の
減
少
、
{
畠
u

打
営
繕
貨
は
晶
も
削
減
の
幅
が
大
き
〈

一
一
一
一
七
億
円
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
面
か
ら
も
建
設
資
材
及
び
地
殻
工
事
需
要
の
減
少
が
予
想
せ
ら
れ
る
。

(三}

民
闘
に
対
す
る
資
金
供
給

ー
二
十
八
年
度
民
三
六
四
億
円
、
約
二
O
%
の
減
少

合
計
で
二
十
八
年
度
比
三
六
四
億
円
、
二
十
七
年
度
に
比
し
て
も
一
一
二
ハ
・
似
円
の
減
少
で
、

削
減
の
阪
が
最
も
大
会
い
。

噌

i

開

発

銀

行

1
政
府
資
金
供
給
額
は
前
年
度
よ
り
二
六
五
俄
円
、
四
四
%
の
箸
減
、
運
用
資
金
は

二
七
二
億
円
の
減
少
と
予
測
せ
ら
る

開
銀
に
対
す
る
政
府
資
金
の
供
給
は
、
資
金
運
用
部
よ
り
の
貸
付
二
六
O
撞
円
、
産
業
投

資
会
計
よ
り
の
貸
付
七
王
億
円
、
計
三
三
主
億
円
で
、
前
年
度
比
二
六
五
億
円
の
大
幅
減
少
で

あ
る
。
一
方
に
お
い
て
回
収
金
(
二
四
O
億
円
)
の
増
加
二
O
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、

他
前
前
年
度
か
ら
の
繰
越
の
減
少
二
七
億
円
が
る
り
、
差
引
運
用
資
金
の
減
少
額
は
ご
七
二

億
円
に
及
ぶ
。
そ
の
運
用
計
阿
を
み
る
と
第
七
表
の
通
り
、

電
力
向
の
五
O
億
円
減
、
海
運

向
三
五
億
円
減
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
業
種
向
と
も
大
幅
減
少
を
免
れ
な
い
。
曜
力
、
海
運

以
外
の
区
分
は
未
決
定
で
め
る
が
、
と
も
か
く
も
前
年
度
よ
り
著
し
く
削
減
さ
れ
る
と
と
は

明
ら
か
で
め
る
。
し
た
が
っ
て
各
産
業
の
合
理
化
計
画
は
勿
論
、
電
源
開
発
計
画
、
石
炭
の

銀
坑
聞
製
計
州
、
造
船
計
画
等
も
悲
し
く
圧
縮
さ
れ
ざ
る
を
綿
な
い
。
単
純
に
考
え
れ
ば
、

当
該
事
業
と
し
て
は
、
資
金
が
制
連
で
き
れ
ば
実
行
す
る
笹
で
め
っ
た
計
酬
を
縮
小
す
る
と

い
う
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
当
然
閑
堪
溢
楽
に
対
す
る
需
要
減
少
を
来
す
。

財

政

投

融

資

削

減

の

影

響

第

型貸予そ 硫機合自鉄石海電 主
業ち

種

区 昭
和
分 ニ

越市備他安械 ilt電銅炭運力 十
」戸 」一一一一ー一一~ 九

年
度
開
発
二 銀
十行
九資
年金

一 三 度運
八五計用
五 O 画計

画

j真 家

繊発

九
五

の

二

O

年付

計皮

^ 繰 I_I

六
五

O
一
九

六
六
九

(2) 

(
単
位
億
円
)

二
十
λ
年
度
見
込問。。

二
二

O
四
六
四
一
一

三
四
二
九

_L. 
ノ、

八
一一一
二一一
一

八
三
五

電
源
開
発
会
社

i
政
府
資
金
は
六
O
億
円
、

三
O
Z
の
嬬
加
で
あ
る
が
、
当
初
予
定
に
対
し
て
は
大

幅
の
削
減
の
た
め
工
事
計
画
は
ス

ロ
ウ
ダ
ウ
ン
を
免
れ
な
い

開
発
銀
行
の
電
力
向
融
資
三
五
O
億
円
は
九
官
力
向
の
融
資
で
あ
っ

て
、
電
源
開
発
会
祉

に
対
し
て
は
、
資
金
運
用
部
よ
り
一
六
O
億
円
、
産
業
投
資
特
別
会
計
か
ら

一
O

O
億
円
計

=
六
O
億
円
の
政
府
資
金
が
供
給
さ
れ
る
。
こ
れ
は
前
年
度
よ
り

六

O
億
円
の
噌
加
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
世
源
開
発
会
社
の
総
工
事
支
出
は
、
後
出
の
通
り
前
年
度
よ
り
の
繰
越
の

使
用
に
よ
り
約
二
八
O
億
円
と
前
年
度
比
七
六
億
円
の
増
加
と
な
る
が
、
当
初
予
定
額
に
対

し
て
は
大
幅
の
削
減
と
な
る
た
め
新
規
着
工
は
殆
ど
全
面
的
に
中
止
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
、

吏
に
継
続
工
事
に
つ
い
て
も
計
闘
の
ス
ロ
ウ
ダ
ウ
ン
を
免
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
後
述
の

ご
と
〈
工
船
の
質
的
挺
化
を
伴
う
の
で
、
ダ
ム
辿
殻
て
事
補
嬰
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

間
農
林
愉
楽
金
融
公
陣

!
財
政
資
金
の
供
給
は
前
年
度
比
五
六
億
円
、

金
は

一
二
%
減

二
一
一
路
の
減
少
な
る
も
実
質
迎
用
資

五
四
七



特A
副司

説
〈
そ
の

財

政

一、匂J

政
府
資
金
の
供
給
は
こ

O
O億
円
で
、
前
年
度
比
五
六
億
円
の
減
少
と
な
る
が
、
回
収
金

の
増
加
一
五
億
円
が
具
込
ま
れ
る
の
で
、
運
用
資
金
で
は
四

一
億
円
0.

約
一
五
%
の
減
少
で

あ
る
。
但
し
前
年
度
の
貸
付
金
中
に
は
復
興
融
資
の
京
継
分
九
五

O
百
万
円
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
実
質
的
に
は
=
一

O
位
円
、
一
二
%
の
減
少
と
み
て
よ
い
。
迎
用
計
画
の
内
容
を
み

る
と
箔
入
表
の
通
り
、

附
漁
船
大
型
化
、
綿
国
傘
捕
漁
船
及
び
老
朽
抑
船
の
代
船
建
造
等
の
た
め
の
猟
船
融
資
の

増
加
(
前
年
度
比
一

、
一

一一一

O
百
万
円
増
)

例
法
山
漁
村
へ
の
電
気
導
入
及
び
農
業
機
械
促
進
の
た
め
の
融
資
噌
加
(
同
二
五
五
百
万

村

土
地
改
良
及
び
造
林
、
林
道
資
金
の
減
少
(
悶
て

=
二
六
百
万
円
減
)

M

門
冷
告
、
機
霜
替
融
資
の
減
少
(
同
二
、
五
九
三
百
万
円
減
)

等
が
特
徴
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
木
造
船
業
界
に
対
し
て
は
需
要
哨
加
が
則
待
せ
ら
れ
る

が
、
農
村
に
対
す
る
資
金
撒
布
は
減
少
す
る
か
ら
、
食
糧
増
産
費
中
の
土
地
の
拡
張
改
良
質

の
減
少
と
相
倹
っ
て
農
村
の
有
効
需
要
を
減
退
さ
せ
る
要
因
と
な
る
と
見
ら
れ
る
。

農
林
協
業
金
融
公
昨
昭
和
二
十
九
年
度
貸
付
予
定
計
画
表

(
単
位

百
万
円
〉

〈筋
λ
京
)

---
--
-
l
 

-
--
-.、

一
川
村 融

資

対

象

事

業

昭
和
二
十
九
年

予

定

額

地

入設業船港業整道林業良

一
O
、
五
三
四

三
、
凶

O
O

三

O
O

て
0
0
0

二、

一
O
O

一
、
八
八
三

一-一λ=一

一
、
五

O
O

て
0
0
0
一

五
、
三
八
三
一

一
、
0
0
0一

改

伐林話!i

産採

1'~1，1 

ぬ前l

州
制

ト山、
a
1
4

，
 
電同

利

用

施

気

導

前

年

度

貸

付

計

画

制

一
て
二
五

O

問、

0
0
0

六
O
O

一
、
二

O
O

二
、二

O
O

八
二

O

四
五

O

三
七

O

て
一

O
O

五
、
五
八

O

九
O
O

比
較
噌
減
ゐ

ふ

七

一
六

。

六
0
0

。

三
0
0

ム

二

0
0

0

一O
O

一
、
O
六
三
六
七

一
、一

一一
一O
一O
O

一
九
七
一O
O

。、6 .o. 

倉

庫

施

設

魚

回

開

発

水

産

施

設

資

産

施

設

置

糸

施

設

営

政

改

替

施

設

そ

の

他

主
務
大
臣
指
定
災
害

複

旧

合

計

復

興

融

資

双

継

分

泌

霜

容

対

策

冷

帯

対

筑

仇

H

h

M

ι

1

-

か

r

m

"

一JN

-

仙

国

民

金
融
公
昨

ー
迎
用
資
金
は
却
っ
て
増
加

一
般
会
計
よ
り
の
出
資
は
二
荒
船
円
減
少
す
る
が
、
他
方
資
金
迎
川
・
怖
の
貸
付
は
迎
に
問

。
億
円
増
加
す
る
上
に
、
回
収
金
の
哨
加
一
入
総
円
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
辿
川
資
金
は
却

っ
て
三
三
位
円
の
増
加
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
一
応
問
題
は
な
い
。

ω
住
宅
金
融
公
昨

ー
辺
川
資
金
は
前
年
度
比
二
五
位
円
、
一
四
%
の
減
少

一
般
会
計
の
出
資
減
八
佑
問
、
資
金
迎
用
・怖
借
入
減
五
他
円
、
計

一
三
徳
川
の
減
少
に
加

え
、
回
収
金
の
減
少
-
二
他
円
が
見
込
ま
れ
、
運
用
資
金
の
合
計
は

一
五

0
・
他
門
と
二
十
八

年
度
よ
り
二
五
億
円
の
減
少
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
貸
付
契
約
対
象
は
四

O
千
戸
で
、
前
年

度
比
一

一
千
戸
(
一
四
%
)
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

問
中
小
企
業
金
融
公
伴

ー
政
府
資
金
の
供
給
は
泣
ら
ず

プ
般
会
計
の
出
資
滅
入
五
億
円
を
資
金
迎
用
部
借
入
の
噌
加
で
附
い
、
政
府
資
金
供
給
は

差
引
増
減
な
し
。
し
か
し
回
収
金
の
噌
加
六

O
億
円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
開
発
銀
行

に
対
し
返
済
予
定
の
見
返
資
金
承
継
分
一
九
億
円
が
延
期
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
ゐ
予
定
な
の

五 五三九八 一 六 O 六o 00四五五二九七三
0000000五 三 三七七八

五
四
八七

五

O
一

九
O
一

て
二
九

O
一

七
O
O
一

一λ
O

一

七
O
O
一

九
七

O
一

三
O
O一

二
三
、

O
五

O
一

九
五

O
九
一一一

二
、
1
0
0

二
六
、
五
九
三

らと、丹、 仏仏

p月二=

。五九五 一 一 一
九 OすしIi.'Ji. 三 五 二 七九 一 一
三 O三 0000五七七 三三 ご
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で
、
運
用
資
金
は
六
O
億
円
増
加
す
る
G

m
金
融
債
引
受

ー
前
年
度
比
三
六
銘
の
著
減

資
金
運
用
部
の
全
融
債
引
受
は
、
二
十
八
年
度
の
三
O
O
億
円
か
ら
一
九
O
億
円
に
減
少

す
る
。
そ
の
内
訳
は
未
だ
決
定
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
特
に
興
銀
、
長
銀
の
債
券
引
受
が
大

幅
に
削
減
の
憂
目
を
み
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
面
か
ら
も
産
業
設
備
融
資
は
必
然

的
に
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
わ
け
で
、
従
来
の
融
資
状
況
よ
り
み
て
、
電
力
、
梅
述
、
鉄

鋼
、
石
炭
等
基
礎
産
業
部
門
に
対
す
る
設
備
融
資
が
大
き
く
削
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
見
ら

れ
る
。

同
政
府
事
業
建
設
投
資

山

間

有

鉄

道

|
投
資
計
画
は
一
一
一
一
億
円
、
五

・
六
%
の
減
少
、
新
線
挫
設
の
ほ
か
は
変
ら
ず

資
金
運
用
部
よ
り
の
借
入
七
五
億
円
の
一
部
を
、
公
募
債
の
指
加
三
五
億
円
で
柿
う
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
外
部
-
調
達
は
前
年
度
の
二
三
O
億
円
か
ら
一

九
O
億
円
に
四
O
億
円
減
少

す
る
。
し
か
し
減
価
償
却
費
に
よ
る
維
持
工
事
支
出
は
三
二
六
億
円
か
ら
一
一
一
一
一一五
億
円
に
増

加
す
る
の
で
、
国
鉄
の
投
資
支
出
と
し
て
は
結
局
五
五
六
億
円
か
ら
五
ご
五
億
円
に
、一
一一
一

億
円
の
減
少
と
な
る
。
そ
の
内
容
を
み
る
と
電
化
及
び
車
胴
関
係
新
規
需
要
は
一
六
O
億
円

で
変
ら
ず
、
専
ら
新
線
の
建
設
が
減
ら
さ
れ
る
〈
七
五
億
円
か
ら
二
瓦
億
円
に
)
。
し
た
が
っ

て
土
木
工
事
、
セ
メ
ン
ト
、
レ
l
ル
、
鋼
材
等
に
対
す
る
需
要
は
減
少
す
る
が
、
そ
れ
は
大

休
次
の
ご
と
く
見
込
ま
れ
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

'l! 

二
十
八
年
度

使

用

量

三
五
千
ト
ン

一
五
四
五
億
円

二
十
九
年
度

見

込

差

引

減

少

一一一
千
ト
ン

五

二
=
一
千
ト
ン

一O
二
九
億
円

ン

ト

メ

鋼

材

土
木
工
事
(
民
間
請
負
分
)

二
ハ
億
円

(2) 

電

々

公

社

!
挫
設
工
事
量
は
却
っ
て
前
年
度
よ
り
四
七
億
円
、
約
一
O
箔
増
加

昭
和
二
十
八
年
度
に
は
国
際
電
気
通
信
に
対
す
る
出
資
に
相
当
す
る
三
三
億
円
の

一
般
会

財
政
投
融
資
削
減
の
影
響

計
繰
入
れ
が
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
二
十
九
年
度
は
な
く
な
り
、
ま
た
公
募
債
七
五
億
円
が
七

O
億
円
に
削
減
さ
れ
る
。
し
か
し
前
年
度
の
七
五
億
円
の
公
募
債
は
実
績
が
七
O
億
円
に
と

ど
ま
っ
た
か
ら
、
と
の
面
で
は
増
減
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
公
社
自
体
の
営
業
収
入
噌
(
昨

年
八
月
一
日
よ
り
電
信
電
話
料
金
を
約
二
割
引
上
げ
た
が
、
こ
れ
が
平
年
化
す
る
〉
が
あ
る

の
で
、
建
設
工
事
量
は
、
二
十
八
年
度
の
四
五
七
億
円
か
ら
五
O
四
億
円
に
却
っ
て
四
七
億

円
、
約
一
O
%
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
見
込
で
あ
る
。
電
々
公
社
と
し
て
は
、
電
信
電
話
拡

充
計
画
第
二
年
度
と
し
て
六

一
O
億
円
の
建
設
を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
繰
延
べ
を
余

儀
な
ぐ
さ
れ
る
と
と
と
な
る
が
、
工
事
置
は
二
十
八
年
度
よ
り
も
地
加
す
る
の
で
電
線
、
通

信
機
そ
の
他
関
連
産
業
に
対
す
る
需
要
は
増
加
す
る
。

そ
の
他
の
政
府
事
業
に
は
大
き
な
変
動
は
認
め
ら
れ
な
い
。

資
金
運
用
部
等
の
引
受
に
よ
る
地
方
債
投
資
支
出

ー
前
年
度
比
三
五
億
円
、
約
一
O
%
の
減
少
と
推
・
足
せ
ら
る

資
金
運
用
郎
、
簡
保
資
金
の
地
方
位
引
受
額
は
、
本
年
度
の
九
九
八
億
円
か
ら
入
九
O
億
円

に
減
少
す
る
が
、
こ
の
う
ち
投
資
支
出
に
宛
て
ら
れ
る
部
分
を
、
自
治
庁
訓
査
に
よ
る
支
出
実

続
区
分
に
よ
り
一一一
分
の

一
程
度
と
押
え
れ
ば
、
政
府
資
金
に
よ
る
地
方
財
政
の
投
資
は
、
三
一
-
一

三
億
円
か
ら
=
九
八
億
円
に
、
三
五
億
円
減
少
す
る
と
と
と
な
る
。
と
れ
が
公
営
公
共
事
業
等

の
減
少
を
来
し
、
官
営
公
共
事
業
の
減
少
と
問
機
の
影
響
を
来
た
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

で
あ
ろ
う
。

(li) 
、
主
要
産
業
に
及
ぼ
す
影
響

以
上
主
要
項
目
別
に
、
財
政
資
金
に
よ
る
投
資
支
出
及
び
政
府
事
業
の
建
設
投
資
の
増
減
を

見
た
が
、
こ
れ
が
産
業
界
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
か
、
次
に
主
要
業
種
別
に
知
っ
て
み
れ
ば

以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ω
石

炭l
石
炭
鉱
業
の
投
資
は
前
年
度
比
二
割
以
上
の
減
退
と
予
測
せ
ら
る

開
銀
融
資
の
削
減
に
よ
っ
て
、
石
炭
業
者
は
昭
和
二
十
九
年
度
の
資
金
計
画
を
根
本
的
に
立

臨
す
こ
と
を
余
儀
な
ぐ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
投
資
計
画
が
ど
の
程
度
に
圧
縮
さ
れ
る
か
は
、
未

だ
明
か
で
な
い
。

二
十
九
年
度
財
政
投
融
資
計
画
発
表
前
に
た
て
ら
れ
た
資
金
計
画
に
よ
る

と
、
大
手
(
一
七
社
〉

一
三
七
億
円
、
中
小
(
二
聞
社
〉
二
O
億
円
、
計
一
五
七
億
円
で
あ
っ
た

五
四
九
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説
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そ
の

-
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M 

政

が
、
こ
れ
は
、
今
年
が

コ
ス
ト
切
下
げ
の
た
め
に
は
量
産
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
量
産
す
れ
ば
貯
炭

が
増
加
す
る
と
い
う
ヂ
レ
ン

マ
に
愈
々
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
年
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
各
企
業

と
も
思
い
切
っ
て
切
り
詰
め
た
結
果
で
は
あ
る
が
ハ
そ
の
内
容
は
第
九
表
参
照
)
、
開
発
銀
行
融

資
六
九
億
円
の
ほ
か
大
手
筋
で
は
ト
ン
当
り

一
八
四
円
の
利
潤
(
総
額
六
六
億
円
〉
を
前
提
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
開
銀
融
資
が
約
二

O
億
円
(
未
決
定
で
あ
る
が
、
一
応
こ
の
程

度
は
出
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
)
に
削
減
さ
れ
る
上
に
、
右
の
見
込
利
益
も
炭
況
不
振
の

深
刻
化
で
無
理
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
更
に
大
ナ
タ
を
娠
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
業
界

は
開
銀
以
外
の
融
資
関
連
に
つ
い
て
比
較
的
楽
観
的
で
、
二
十
八
年
度
比
凶

O
億
円
程
度
圧
縮

す
れ
ば
見
る
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
(
二
十
八
年
度
の
設
備
投
資
額
は
計
画
で
は
一

一一一

O
億

円

l
内
大
平
十
八
社

一
八
二
億
円
ー
で
あ
っ
た
が
、
実
縦
は
一
七
六
億
円
程
度
に
止
ま
っ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
)
が
、
資
金
迎
用
部
の
傘
融
船
引
受
の
減
少
、
金
融
の
引
締
め
も
あ
り
、

上
の
庄
縮
と
な
る
の
ぜ
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
る
。

布
以

維
持
工
事
は
巴
む
を
符
な
い
が
、
継
続
工
耶
は
か
な
り
繰
延
べ
が
必
要
と
な
る

こ
れ
は
合
理
化
工
事
の
避
延
を
来
す
主
同
時
に
、
当
然
坑
木
、
鋼
材
等
の
需
要
減

少
を
来
す
が
、
反
面
二
十
九
年
度
中
に
則
日
の
到
来
す
る
約
一
一
一
四

・
五
億
円
の
借
入
金
が
問

定
化
す
る
懸
念
も
あ
る
。

と
す
る
と
、

で
あ
ろ
う
。

〈
第
九
表
の
-
)

石
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鉱
業
設
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金
所
要
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j院共退 {向社 1目減手IJ
其興 1m
手

石
炭
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撲
大
手
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〈
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七
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資
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計
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架
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十
八
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十
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十
八
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十
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匝
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1

阻
'
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u
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M院
協
隊
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ご
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へ
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室

込
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政
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X
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ニ
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一
コ
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也
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九
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一。
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一一会
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偵
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池

一一一
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三
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三

、

λ

九
六
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、

E
S
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評

価

税

一

夫

一

一

O

九
一

他

三

、

金

一
入
そ
七
回
ニ
戸
株

式

配

当

金

一二ハ良
一

一、
ニ
市
一

当

-一
、
会
凶
岡
、
一
季
五
増
加
運
転
資
金

一
三
一
会
一

三
吉
一
一

他

一一
、O
一
一
九
九
八
人
中
退
手
預
金
、
其
他

国一
、
主
主

ニ、

一詰
一

計

阜

、

0
0
九

一一一
閥、
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一一
支

出

合

計

担、
0
0
九一
語
、
宝
一
一
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1111i 

{ì~ 
入

入

'̂" 口

(2) 

沼

{立

百
万
円
)

吋
J
4
ノ

1

惜
掠
開
発
、
九
世
力
・
を
含
め
財
政
資
金
の
供
給
は
前
年
度
比
一

O
総
刊
哨
に
て
附
々

保
合
、
総
工
事
資
金
で
は
凶

O
億
円
、
三
%
の
減
少
。
こ
れ
に
伴
い
水
力
附
係
工
耶
は

減
少
す
る
も
、
送
変
配
地
工
郁
は
逆
に
増
加

開
銀
の
九
地
方
に
対
す
る
敵
備
融
資
予
定
三
五

O
佑
阿
〈
二
十
八
年
度
比
五

O
低
川
減
)、
悩

源
開
発
会
社
に
対
す
る
資
金
迎
用
部
の
貸
付

一
六

O
億
円
五
び
産
業
投
資
特
別
会
計
の
川
政
-

O
O他
円
、
計
二
六

O
他
門
〈
二
十
八
年
度
比
六

O
億
円
増
)
、
合
わ
せ
て
六
一

O
他
門
〈
二
十

八
年
度
比

}
O佑
円
増
〉
の
財
政
資
金
が
支
出
さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
う
九
屯
・
刈
及
び
沼
悦
開
発



会
社
の
投
資
計
画
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

内

九

電

力

開
銀
融
資
の
削
減
及
び
資
金
運
用
部
の
金
融
債
引
受
減
少
に
伴
う
債
券
発
行
鍛
行
の
融
資

滅
を
見
込
ん
で
、
当
初
の
投
資
計
画
一
二
六
六
億
円
が
一
、
O
入

一
億
円
に
圧
縮
さ
れ
た
ο

・
こ
れ
は
二
十
八
年
度
比
一
二
ハ
億
円
の
減
少
で
あ
る
。
工
事
内
容
に
つ
い
て
み
る
と
、
送
変

配
電
工
事
資
金
の
大
幅
増
加
の
織
が
電
源
開
発
工
事
、
特
に
建
設
期
間
の
長
い
水
力
電
源
の

開
発
に
ょ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
新
規
開
発
工
事
は
、
実
質
的
に
は
継
続
工
事
と
見
ら

る
ベ
会
分
=一
三
億
円
の
ほ
か
、
全
然
な
く
、
水
力
開
発
工
事
資
金
は
二
十
八
年
度
比
二
O
三

億
円
(
三
四
銘
〉
、
二
十
七
年
度
に
比
し
て
も
九
六
億
円
(
二
O
%〉
の
大
幅
減
少
と
な
る
。
こ

れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
土
木
関
係
需
要
の
著
減
を
意
味
す
る
。
し
か
し

一
方
送
変
配
電
工

事
は
、

二
十
八
年
度
よ
り
一
O
九
億
円
(
一一一
九
銘
〉
、

二
十
七
年
度
よ
り
一
九
O
億
円
(
九

O

%
)
も
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
新
規
工
事
は
二
十
八
年
度
の
一

八

一

億
円
、
二
十
七
年
度
の
一

一一一
二
億
円
か
ら

=
五
二
億
円
に
箸
増
す
る
予
定
で
あ
る
。

同
門
電
源
開
発
会
社

前
述
の
通
り
財
政
資
金
支
出
は
、
二
十
八
年
度
よ
り
六
O
億
円
増
加
す
る
が
、
そ
れ
で
も

当
初
の
会
社
案
(
四
O
五
億
円
)
に
比
べ
て
は
大
幅
の
削
減
で
あ
っ
た
た
め
工
事
計
画
を
修
正

中
で
あ
る
が
、
大
体
次
年
度
繰
越
そ
の
他
を
差
引
い
た
総
工
事
資
金
は
約
ご
λ
O
億
円
と
な

る
様
様
で
あ
る。

と
れ
は
二
十
八
年
度
比
七
六
億
円
(三
七
%
〉
の
地
加
で
あ
る
が
、
新
規
着

工
は
一
地
点
を
除
き
、
殆
ど
全
両
的
に
停
止
せ
ら
れ
、
継
続
工
事
も
前
年
度
比
約
二
割
方
の

増
加
に
抑
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
九
電
力
、
電
源
開
発
会
社
を
通
じ
て
み
る
と
、
財
政
支
出
は

一
O
億
円
の
増

加
で
あ
る
が
、
総
工
事
資
金
で
は
四
O
億
円
(
三
%
)
の
減
少
、
し
か
も
そ
の
内
容
が
送
変
配
電

関
係
は
者
増
、
水
力
開
発
は
激
減
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

a
、
水
力
電
源
工
事
の
減
少
に
伴
い
土
木
工
事
需
要
及
び
木
材
、

鋼
材
、
セ
メ
ン
ト
等
控
設
資

材
需
要
は
か
な
り
減
少
す
る
が
、
反
面
、

b
、
送
変
配
電
工
事
の
著
増
に
伴
い
、
電
線
、
鉄
塔
、
電
柱
等
の
需
要
が
増
加
、
し
た
が
っ
て

鋼
材
、
木
材
等
は
ダ
ム
建
設
関
係
で
の
減
少
が
こ
の
部
門
の
増
加
で
、
略
々
捕
わ
れ
る
も
の

と
み
ら
れ
て
い
る
。

財
政

投

融

資

削

減

の

影

響

c
、
ダ
ム
工
事
が
ず
れ
る
結
果
、
こ
れ
に
見
合
っ
て
発
註
さ
れ
る
重
電
機
器
需
要
が
や
や
ス
ロ

ウ
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
と
な
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
内
容
的
に
は
発
電
機
関
係
よ
り
送
変
配
電

関
係
に
中
心
が
移
る
と
と
と
な
ろ
う
n

(
第
一
O
表
の
一
の

一
)

電
気
事
業
設
備
資
金
計
画
〈
九
電
力
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内
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計
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、
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(3) 

海
運
及
び
造
船

|
計
画
造
船
は
凶
割
程
度
の
縮
小
、
造
船
所
に
対
す
る
影
響
極
め
て
大

海
連
業
に
対
す
る
外
航
船
舶
強
造
資
金
の
開
銀
融
資
が
二
十
八
年
度
の
二
二
O
総
円
か
ら
一

八
五
億
円
に
減
少
せ
ら
れ
た
た
め
計
雌
造
船
は
前
年
度
の
一一一

一
O
千
総
ト
ン
か
ら
一
八
O
乃
至

一
九
O
千
総
ト
ン
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
海
辺
市
況
の
不
振
に
基
〈
採
算
難
の
た
め
船

主
の
新
進
意
欲
は
低
刺
で
め
り
、
海
巡
業
に
対
し
て
は
全
然
彬
特
は
考
え
ら
れ
な
い
(
財
政
の

投
資
文
出
で
は
な
い
が
、
外
航
船
利
子
柿
給
の
う
ち
開
銀
に
対
す
る
分
が
全
然
計
上
さ
れ
な
か

っ
.
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
開
銀
が
延
納
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
模
様
)
。

外
航
船
挫
造
融
資
の
削
減
は
、
海
迎
楽
に
で
は
な
〈
て
、
造
船
業
に
大
き
な
打
繋
を
与
え
る

五
五

こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
右
に
よ
り
二
十
九
年
度
(
十
次
)
の
計
画
造
船
は
貨
物
船

一
八
、

九

万
総
ト
ン
l
前

期

入

O
i
九
O
千
総
ト
ン
、
後
期
一

O

O
千
総
ト
ン
ー
に
圧
縮
さ
れ
(
タ
ン

カ
ー
の
造
船
は
と
り
や
め
、

E
貨
物
船
は
船
価
の
高
い
高
速
船
を
少
く
し
て
中
速
船
を
多
ぐ
す

る
意
関
)
、
こ
れ
を
含
む
二
十
九
年
度
造
船
需
要
は

一
応
次
の
ご
と
く
前
年
度
よ
り

七
O
乃
至

一
一
O
千
総
ト
ン
の
減
少
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

二
十

九

年

肢

二

十
八
年
度

千
時
臨
a
F
Y

千

総
ト
ン

一
八
O
1
一
九
O

コ二
O

一

二

O

l

一

五

O

一

0
0

五

O

K
O

三
五

0
1三
九
O

凶
六

O

〈
祉
〉

締
艇
に
対
す
る
品
開
・
ぴ
は
、
二
十
九
年
度
の
保
安
庁
総
鈴
予
鉱
米
決
定
の
た
め
米
併
な
る
も

〈二
十
八
年
瓜
は

一
二
流
抽
出
刊
)、
こ
す
八
年
民
主
河
内
柑
商
船
出
世
算
五

O
千

総
ト

y
は
あ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

fl¥l:i ~申 告|

間

造

艇船舶

し
か
し
布
の
輸
出
船
一
二
O
|
一

五
O
千
総
ト
ン
は
、
計
耐
辿
船
の
縮
減
を
可
及
的
に
輸
出

増
加
で
柿
う
と
と
を
則
し
て
の
希
望
的
見
通
し
で
あ
る
。
こ
れ
を
磁
得
す
る
た
め
に
は
山
血
受

桂
、
長
期
年
賦
払
許
容
等
も
必
要
に
な
っ
て
〈
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
右
二
十
九

年
度
の
造
船
需
要
は
、
わ
が
国
造
船
能
力
の
半
ば
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
市
安
不
足
の
影
響
は
、

中
小
造
船
所
に
搬
待
せ
ら
れ
、
昨
年
十
=
月
日
本
潟
重
工
業
が
倒
産
の
や
む
な
き
に
立
ち
至
っ

た
ご
と
〈
、
蛇
却
を
余
儀
な
ぐ
さ
れ
る
造
船
所
も
出
て
こ
ざ
る
を
符
ま
い
と
見
ら
れ
る
。
と
れ

は
問
辿
中
小
企
業
に
も
深
刻
な
路
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
失
業
の
哨
加
も
不
一
川
此
と
み
ら

れ
る
。な
お
造
船
郡
安
の
減
少
は
、
当
然
鋼
材
、
機
械
専
に
対
す
る
市
民
械
を
・
米
す
が
、
布
計
阿
造

船
の
縮
小
に
伴
う
鋼
材
消
火
品
の
減
少
は
約
四
O
千
ト

γ
と
見
ら
れ
て
い
る
。

ω
合

成

繊

維

|
二
十
八
年
以
比
新
干
の
減
少
は
免
れ
ま
い
と
見
ら
れ
る
も
そ
の
出
合
は
倣
少

二
十
八
年
度
中
の
合
成
繊
維
に
対
す
る
閥
銀
融
資
は
、
命
レ
の
一
四
他
円
を
は
じ
め
と
し
て

令
計
二
九
他
門
に
巡
す
る
円
砕
ぬ
(
前
述
の
迎
り
融
資
予
定
制
は
二
五
億
川
で
あ
っ
た
の
で
、
超

過
分
は
鉄
鋼
向
の
削
減
で
附
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
笹
)
。

こ
れ
に
対
し
二
十
九
年
度
は
、
市
力
、

栴
巡
を
除
ぐ
前
一
製
産
業
向
を
一
括
し
て
九
五
億
円
と
お
C

め
ら
れ
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め、



そ
の
う
ち
合
成
繊
維
に
娩
何
が
融
資
さ
れ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
繊
維
自
給
度
向
上
の
緊
要

性
か
ら
し
て
二

O
l二
五
億
円
程
度
は
確
保
さ
れ
よ
う
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

業
者
は
、
資
金
が
供
給
せ
ら
れ
る
範
囲
で
増
設
を
行
え
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
で
、
開
銀
融
資

の
削
減
に
対
し
予
想
程
の
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
の
設
備
投
資
は
二
十
八
年
度
よ
り
若
干

の
減
少
は
免
れ
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
師
は
僅
少
に
と
ど
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

FD
 

安

ー
財
政
資
金
削
減
の
直
接
影
響
は
軽
微
、

の
影
響
同
議
せ
ず

硫
安
工
業
に
対
す
る
附
和
二
十
八
年
度
の
開
銀
融
資
は
、
当
初
の
九
億
円
の
枠
が
六
億
円
に

削
減
さ
れ
、
そ
の
う
ち
三

・
五
億
円
が
決
定
を
み
た
。
見
透
し
と
し
て
は
、
年
度
内
の
融
資
は

そ
れ
以
上
に
は
出
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
二
十
九
年
度
の
見
込
も
未
だ
定
か
で
な
い

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
全
体
の
資
金
枠
か
ら
推
し
て
多
〈
は
期
待
で
含
な
い
と
み
ら
れ
る
。

し
か

し
二
十
八
年
度
の
融
資
実
紛
が
少
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
と
の
比
較
に
お
い
て
言
え
ば
三
十
九
年

度
財
政
投
資
の
削
減
も
、
硫
安
工
業
に
対
し
て
は
さ
し
た
る
影
響
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
他
産
業
に
対
す
る
開
銀
融
資
の
削
減
か
ら
市
中
融
資
に
そ
の
鍛
が
寄
せ
ら
れ
る

間
接
的
影
響
は
否
み
難
〈
、
そ
の
合
理
化
工
事
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
と
と
は
避
け
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。 硫

但
し
間
接
的
に
合
理
化
資
金
の
調
達
困
難
化

(6) 

鋼

ー
鉄
鋼
三
社
の
投
資
計
画
は
前
年
度
比
約
三
割
の
減
少
、
一
方
鉄
鋼
需
要
の
減
少
と
生

産
能
力
瑚
加
か
ら
供
給
過
剰
表
面
化
の
可
能
性
少
な
か
ら
ず

鉄
鋼
に
対
す
る
開
銀
の
設
備
融
資
は
二
十
八
年
度
の
枠
四

0
・
億
円
〈
実
際
に
は
三
一
一
一
億
円
程

度
に
と
ど
ま
る
見
込
〉
か
ら
、
二
十
九
年
度
は

一
O
乃
至

一
五
億
円
に
削
減
さ
れ
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
が
、
吏
に
興
銀
山
制
等
金
融
債
の
引
受
減
少
に
伴
う
融
資
減
少
も
予
怨
さ
れ
る
。
こ

れ
に
対
処
し
て
の
鉄
鋼
業
全
体
の
設
備
投
資
計
画
は
未
だ
固
ま
る
に
量
っ
て
い
沿
い
が
、
鉄
鋼

三
社
に
つ
い
て
み
る
と
、
圧
延
設
備
の
合
理
化
を
中
心
と
す
る
当
初
予
定
ご
四
八
億
円
の
計
画

が
二

O
O億
円
程
度
に
削
減
さ
れ
る
と
と
と
な
る
模
様
で
、
こ
れ
は
二
十
八
年
度
の
同
三
社
の

設
備
計
画
二
四

O
億
円
の
二
削
減
に
当
る
。
二
十
九
年
度
の
二

O
O億
円
、
二
十
八
年
度
の
二

四
O
億
円
中
に
は
夫
三
一
一

O
億
円
、
五
凶
億
円
の
輸
入
機
械
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
閣
内
に
対

鉄

財
政
投
融
資
削
減
の
影
響

す
る
投
資

mm哉
は
一
八
六
億
円
か
ら
一
七

O
億
円
に
約
一
割
の
減
少
と
い
う
こ
と
に
な
る
e

住

友
金
属
、
神
戸
製
鋼
そ
の
他
の
鉄
鋼
業
者
の
設
備
計
画
も
当
然
圧
縮
を
免
れ
な
い
と
見
ら
れ
る

が
、
そ
の
内
容
は
未
だ
詳
か
で
な
い
。
住
友
金
属
及
び
神
戸
製
鋼
は
と
も
に
増
資
に
よ
っ
て

夫
々
鍛
接
鋼
管
般
備
、
特
殊
線
材
設
備
の
合
理
化
を
行
う
が
、
二
十
八
年
度
に
比
し
て
は
や
は

り
か
な
り
の
縮
小
と
な
る
棋
様
で
あ
る
。

財
政
投
融
資
の
削
減
は
、
右
の
ご
と
〈
鉄
鋼
業
の
合
理
化
計
画
を
圧
縮
せ
し
め
る
こ
と
と
な

る
が
、
そ
れ
以
上
に
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
、
鉄
鋼
需
給
面
に
及
ぶ
影
響
で
あ
る
。
電
源
開
発
の

鉄
鋼
宿
裂
は
、
グ
ム
工
事
関
係
の
減
少
の
反
而
、
送
変
配
電
関
係
で
増
加
す
る
の
で
大
体
変
動

な
し
と
み
ら
れ
る
が
、
石
炭
そ
の
他
の
諸
産
業
、
造
船
、
国
鉄
(
新
線
路
融
〉
、
公
共
事
業
、
建

築
等
の
投
資
減
少
に
伴
う
鉄
鋼
需
要
の
減
少
は
、
個
別
的
に
は
大
し
た
こ
と
は
な
く
と
も
、
他

方
に
お
い
て
第

一
次
合
理
化
計
画
の
完
成
期
に
入
り
拡
大
さ
れ
た
生
産
能
力
が
稼
動
に
入
る
と

と
か
ら
増
産
不
可
避
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
国
際
競
争
激
化
の
た
め
輸
出
の
増
加
が
悶
雌
と
み
ら

れ
る
こ
と
等
の
事
情
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
生
産
過
剰
を
助
長
す
る
一
要
因
と
な
る
こ
と

は
避
け
難
い
と
み
ら
れ
る
。
先
行
、
石
炭
と
同
様
コ
ス
ト
切
下
げ
の
突
を
挙
げ
る
た
め
に
は
高

い
操
業
度
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
高
操
業
を
す
れ
ば
在
庫
が
累
増
す
る
と
い
う
ヂ
レ
ン
マ
に

陥
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
は
少
な
〈
な
〈
、
特
に
平
炉
メ
ー
カ
ー
の
苛
境
は
深
刻
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
二
十
丸
年
・
民
の
鉄
鋼
需
要
を
迎
・
朕
当
局
で
は
五
六
二
万
ト
ン
と
見
込
ん
で
い
る

が
、
と
れ
は
や
や
過
大
で
、
五

O
O万
ト
ン
程
度
(
昭
和
二
十
七
年
度
五

0
=一
万
ト
ン
)
に
と
ど

ま
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
尤
も
出
血
輸
出
を
行
え
ば
輸
出
で
成
る
程
度
捌
〈
こ
と
も
で

会
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
せ
ざ
る
宏
得
な
く
な
る
公
算
も
少
〈
な
い
と
み
ら
れ
る
。

(第

二

表
)

鉄

鋼

三

社

設

備

投

資

計

画

(
単
位

億
円
)

二
十
九
年
度

当

初

計

画

二
十
九
年
度

改

前

計

踊

二
十
八
年
度
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備
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O
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円
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説
(
そ
の

政

一、_，
l材

非

鉄

金

属

|
財
政
投
融
資
削
減
の
直
接
的
影
幹
な
し
、
間
接
的
に
は
鋼
、

す
べ
し
、
亜
鉛
、
仲
錦
品
の
需
要
は
や
や
減
少

非
鉄
金
属
業
界
に
対
し
て
は
財
政
投
資
削
減
自
体
の
直
接
的
影
響
は
予
想
さ
れ
な
い
。
間
接

的
に
は
や
は
り
影
響
を
免
れ
な
い
が
、
鋼
、
鉛
の
場
合
は
む
し
ろ
鉄
鋼
と
は
逆
に
嬬
要
の
噌
加

が
予
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

的
電
源
開
発
会
社
及
び
九
電
力
の
電
源
開
発
投
資
は
、
総
額
と
し
て
は
減
少
す
る
が
、
そ
れ

は
専
ら
水
力
発
電
附
係
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
、
送
変
配
電
工
事
は
逆
に
酬
明
加
す
る
の
で
、

電
線
情
療
は
却
っ
て
増
加
す
る
。

判
官
々
公
社
の
事
業
投
資
も
、
財
政
出
投
資
の
削
減
に
拘
ら
ず
却
っ
て
増
加
す
る
の
で
、
屯

娘
、
通
信
機
械
等
の
需
裂
が
ふ
え
る
。

州
国
鉄
に
対
す
る
財
政
投
資
の
削
減
は
尊
ら
折
線
開
設
に
鍛
寄
せ
さ
れ
、
電
化
工
事
は
二
十

八
年
度
挫
み
と
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
部
門
の
耐
要
に
も
減
退
は
見
込
ま
れ
沿
い。

似
し
仲
銅
品
に
つ
い
て
は
住
宅
都
建
築
の
減
少
か
ら
や
や
需
要
減
が
予
想
せ
ら
れ
、
ま
た

班
鉛
に
つ

い
て
も
、
仲
銅
ロ
聞
の
場
合
と
同
秘
情
裂
の
減
少
が
懸
念
せ
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
非

鉄
金
属
に
つ
い
て
は
、
財
政
投
資
の
削
減
に
伴
う
路
響
は
殆
ど
見
込
ま
れ
な
い。

右
の
よ
う
に
銅
、

鉛
等
に
対
す
る
財
政
投
資
面
か
ら
の
需
要
は
却
っ
て
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
市
況
が
そ
れ
に
よ
っ
て
強
調
を
維
持
す
る
か
否
か
は
、
他
の
需
要
或
は
供
給
面
の
事
情
に

も
よ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
楽
観
は
で
き
な
い
。

171 

鉛
等
却
っ
て
需
要
増
加

(81 

c
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山
凶

|
地
融
資
材
に
も
市
川
究
減
少
予
測
せ
ら
れ
る
も
、
セ
メ
ン
ト
は
愉
山
へ
の
転
換
に
よ

り
、
木
材
は
輸
入
の
縮
小
に
よ
り
殆
ど
問
雌
な
会
見
込
。
建
設
撲
、
服
用
而
に
は
相
当

に
ひ
び
く
で
あ
ろ
う

の

財
政
投
資
の
削
減
は
、
木
材
、
セ
メ
ン
ト
等
の
需
要
を
も
相
当
減
少
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る

と
忠
わ
れ
る
が
、
業
界
に
は
さ
し
た
る
影
響
セ
及
ぼ
す
に
は
至
ら
な
い
と
み
ら
れ
る
。
部
し
木

材
は
輸
入
情
袈
が
減
少
す
る
の
み
で
、
長
期
的
に
み
れ
ば
需
給
の
基
調
は
竪
〈
、
ま
た
セ
メ
ン

ト
は
た
と
え
国
内
時
間
袈
が
減
少
し
て
も
輸
出
へ
の

転
換
で
柿
い
得
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

(
セ
メ
ン
ト
は
マ
l
ヂ
ン
さ
え
切
り
詰
め
れ
ば
近
隣
市
場
向
に
輸
出
会
ふ
や
す
こ
と
は
可
能
と

五
五
阿

み
ら
れ
る
。
〉

ま
た
建
築
、
土
木
工
事
需
裂
も
二
十
八
年
度
に
比
し
か
な
り
減
少
を
免
れ
ま
い
と
見
ら
れ
る

が
、
そ
れ
は
極
〈
大
雑
把
に
い
っ
て
二
十
八
年
度
工
事
畳
の
一
割
乃
主
一
割
主
分
程
度
の
減
少

と
推
さ
れ
〈
註
)
、
こ
の
程
'
反
な
ら
ば
二
十
七
年
度
に
比
し
て
は
や
は
り
か
な
り
多
い。

し
か
し

中
小
筋
の
間
負
業
者
に
は
相
当
に
ひ
び
く
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
鹿
川
而
に
も
か
な
り
影
響
が

あ
ろ
う
。

(
舵
)

附
和
三
十
八
年
度
の
宵
公
知
負
工
事
地
推
定

附
和
三
十
七
年
度

一二
、
二
六
五
位
円

三
、
凶
八
七
億
円

， ， 

む

す

び

付

以
ト
川
川
和
三
十
九
年
度
予
算
京
に
よ
る
投
資
支
出
の
増
減
と
そ
れ
が
陀
業
界
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ

い
て
概
略
の
見
透
し
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
論
の
一
つ
は
、
重
致
産
業
の
設
備
合
理

化
計
聞
が
い
ず
れ
も
ス
ロ
ウ
ダ
ウ
ン
を
免
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と

は
、
財
政
投
資
削
減
を
行
う
際
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

予
見
さ
れ
た
と
と
で
あ
り

(
恥
て
ま
た
当
骸
往
来
と
し
て
も
計
画
室
縮
小
す
れ
ば
足
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
自

体
を
大
き
く
彬
紗
と
し
て
騒
宮
立
て
る
こ
と
は
当
ら
な
い
と
忠
わ
れ
る
。

(説〉

川
川
政
投
資
の
削
減
は
二
十
八
年
度
の
投
資
が
国
の
経
済
力
を
超
え
た
過
剰
投
資
の
一

動
凶
と
仕
っ
た
こ
と
に
鑑
み
て
と
ら
れ
た
時
世
で
あ
っ
て
、
合
理
化
よ
り
も
安
定
を
優

先
せ
し
む
べ
会
も
の
と
い
う
認
識
の
上
に
立
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。

(三)

問
地
は
、
そ
の
よ
う
な
財
政
投
資
の
削
減
が
、
有
効
需
.裂
、
し
た
が
っ
て
物
側、

鹿
間
専

に
ど
ん
な
彫
響
を
も
つ
か
に
あ
る
が
、
そ
の
乎
掛
り
と
し
て
政
府
耶
業
及
び
主
製
沌
業
の
投

資
の
変
動
に
つ
い
て
窺
っ
た
結
梨
を
綜
合
し
て
み
れ
ば
、
第

一一

一
決
の
通
り
、

附
政
府
の
碓
政
投
資
(
企
粗
削
哨
産
山
中
耕
制
改
将
賀
、
利
子
補
給
食
等
補
助
金
的
文
出
合

除
く
〉
は
二
十
八
年
度
比
一
八
七
億
円
、

一
O
%
の
減
少

例

政

府
事
業
辿
設
投
資
は

A
、
国
鉄
は
=
二
億
円
、
五

・
六
%
の
減
少

B
、
電
々
公
社
は
四
七
億
円
、
一

O
忽
の
哨
加

村

地

方

交
付
命
、
地
方
債
資
金
運
用
部
引
受
等
財
政
資
金
に
よ
る
地
方
財
政
投
資
は
こ
七

地
内
、
一
二
%
の
減
少
(
推
定
)



付

主
要
産
業
投
資
は
、

A
、

右

炭

四
O
億
円
、
二
三
筋
の
減
少
見
込

B
、
電
源
開
発
四
O
億
円
、
三
忽
の
減
少

c、
造
船
市
中
融
資
を
三
割
と
み
れ
ば
、
五
O
億
円
、
一

六
銘
の
減
少

D
、
鉄
鋼
(
三
社
の
み
の
計
〉
四
O
億
円
、
二
O
M
加
の
減
少
、
但
し
園
内
向
需
要
増
と
な

る
分
は
一
『
八
億
円
、
一
O
%
の
誠
少

以
上
回
大
産
業
の
合
計
で
は
ご
十
λ
年
度
比
一
六
九
億
円
〈
八
%
〉
の
減
少
と
な
る
が
、

そ
の
他
の
業
種
に
あ
っ
て
も
、
財
政
投
資
削
減
自
体
の
た
め
、
或
は
そ
れ
に
伴
う
市
中
融

資
、
証
券
市
場
の
窮
屈
化
の
た
め
、
.山火
に
は
需
.
世
減
少
の
た
め
、
設
備
投
資
の
減
少
は
免

れ
難
い
と
み
ら
れ
る
。
一
而
い
よ
い
よ
合
型
化
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
そ
の
極
投
資
は
さ
し

て
衰
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
他
方
に
お
け
る
金
融
の
引
締
め
を
考
服
す

れ
ば
、
投
資
の
鈍
化
は
必
然
と
予
測
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
相
互
に
波
浪
し
合
い
、
減
少
の

比
率
を
高
め
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
度
合
は
右
の
岡
大
産
業
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る

以
上
の
も
の
が
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
回
大
産
業
の
投
資

減
少
率
が
比
較
的
低
い
の
も
、
比
重
の
高
い
電
力
の
投
資
の
減
少
が
少
い
た
め
で
、
こ
れ

を
除
い
て
み
る
と
投
資
減
少
率
は
格
段
に
高
く
な
る
(
一
八
%
)
。
達
観
的
に
い
っ
て
二
十

八
年
度
に
比
し
て
の
産
業
設
備
投
資
の
減
少
は

一
割
以
上
、

一
割
五
分
に
も
及
ぶ
の
で
は

な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
(
註
〉

(
註
〉
経
済
審
議
庁
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
二
十
八
年
度
の
設
備
投
資
は
六
、
三
四
五
億

円
程
度
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
}
割
減
と
す
れ
ば

二
十
九
年
度
は
五
、
七
一
O
億

円
、
一
割
五
分
械
と
す
れ
ば
五
、
四
O
O
億
円
程
度
と
な
る
。
こ
れ
は
二
十
七
年

度
(
五
、
二
九
五
億
円
)
の
水
準
よ
り
若
干
高
い
。

例
以
上
を
概
括
す
れ
ば
、
財
政
投
資
減
少
に
伴
い
二
十
九
年
度
の
投
資
活
動
は
二
十
八
年

度
よ
り
一
一
割
強
程
度
の
減
少
を
来
す
も
の
と
達
観
し
て
差
支
な
い
と
恩
わ
れ
る
。

(
第
一
一
一
表
〉

(
単
位

億
円
)

政
府
及
び
回
大
産
業
投
資
見
込

二
十
九
年
度

比

較

増

減

(AC
二
O
九

t込

一O
%

二
十
八
年
度

増
減
瑠
・

〈

政

府

直

接

投

資

)

=
、
O
一一一五

て
八
二
六

..c. 

財
政
投
融
資
削
減
の
影
一
響

公

共

業

食
糧
増
産
賀
に
よ
る
投
資

住

宅
、
営

繕

、

施

設

(
政
府
事
業
建
設
投
資
〉

国

鉄

電

々

公

社

特

定

道

路

郵

政

事

業

〈
政
府
資
令
に
よ
る
地
方

財
政
投
資
)

(

回

大

路

諜

投

資

)炭
4
ノ運

事

石屯揃一鉄
鋼
(
二
一
祉
の
み
の
計
)

(

以

上

合

計

)

一
、
二
九
六

二
九
六

三
三
回

一
、
O
一
二
回

五
二
五

五
O
問

。
九

一
、
九
六
二

一一
一一
七

一
、
一一一占ハ一

二
六
四

ニ
O
O

五
、
七
八
五

て
四
八
=
一

一
八
七

乙~

一
=
一
鬼

..c. 

二
九
五

二
五
七

て
O
二
八

五
五
六

四
五
七一O

..c. 

~ 

九

-L. 
ノ、

d‘ 

一四三
00七 一

正込

一O

d与

五

五

九
九
O

二
七

£込

..c. 

一一、
一一一一一

一
六
九
四
O
四

O
五
O
四
O

ニ
九
九

..c. 

λ 

..c. 

一
七
六

て
四

O

一

三
一
四

ム

ム

..c. 

.6. 

..c. 

D. 

七 O 六

二
回
O

六
:

八
四

d弘

D. 

t込

D. 

伺

財

政

投
資
の
圧
縮
に
伴
う
投
資
の
減
退
は
当
然
投
資
財
に
対
す
る
需
要
減
を
来
す
こ
と
と

な
る
が
、
そ
の
直
接
的
影
響
は
、
部
門
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
る
。
手
痛
い
打
撃
を
う
け
る

も
の
と
し
て
は
、
造
船
が
筆
頭
で
、
鉄
鋼
に
も
生
産
過
剰
化
の
懸
念
が
濃
い
。
但
し
鉄
鋼
の

場
合
は
財
政
投
資
の
削
減
に
よ
る
需
要
減
少
と
い
う
よ
り
も
、
過
去
の
過
剰
投
資
の
結
果
が

表
面
化
す
る
と
見
る
べ
き
要
素
の
方
が
大
き
い
と
見
ら
れ
、
財
政
投
資
の
削
減
は
そ
の
促
進

的
要
因
と
な
る
に
過
F
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
セ
メ
ン
ト
、
木
材
等
の
桶
要
も
若
・十
減
少

を
免
れ
な
い
と
見
ら
れ
る
が
、
前
述
の
如
含
理
由
よ
り
し
て
さ
し
た
る
影
響
は
見
込
ま
れ
な

、ν
逆
に
却
っ
て
問
要
綱
加
を
別
待
せ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
世
線
、
し
た
が
っ
て
銅
、
鉛
の

ご
と

8
が
そ
れ
で
あ
る
。
か
〈
て
灘
種
に
よ
る
影
響
に
は
か
役
り
の
凹
凸
が
あ
る
で
あ
ろ

O
 

A
ノ

(時

中
小
企
業
金
融
機
関
に
対
す
る
財
政
投
出
資
は
、
預
金
部
の
金
融
債
引
受
の
減
少
(
こ
れ

五
五
五



三ι
日間

説
(
そ
の

財

政

一、、J

に
伴
い
商
工
中
金
へ
の
資
金
供
給
の
減
少
が
具
込
ま
れ
る
)
は
別
と
し
て
、
中
小
企
業
金
融

公
庫
、
国
民
金
融
公
庫
等
の
運
用
資
金
に
は
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
等
の
運

用
資
金
は
回
収
金
の
増
加
も
あ
り
前
年
度
よ
り
却
っ
て
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
財
政
投
融
資
削
減
の
デ
フ
レ
的
影
響
乃
至
は
他
方
に
お
け
る
金
融
引
締
め
の
影
響
を
考

慮
し
て
の
こ
と
と
恩
わ
れ
る
が
、
恐
ら
〈
実
際
の
中
小
企
業
の
資
金
需
要
の
噌
加
は
右
の
運

用
資
金
の
増
加
以
上
の
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
金
融
の
引
締
め
は
、
中
小
企
業
に
対

し
て
不
可
避
的
に
強
く
ひ
び
く
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
見
透
し
を
合
わ
せ
考
慮
す
る

と
、
中
小
企
業
金
融
に
つ
い
て
は
か
な
り
問
題
が
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

P
円
ノ
。

伺
財
政
投
資
の
削
減
が
、
投
資
活
動
の
減
退
を
通
し
て
所
得
乃
至
雇
用
合
縮
小
せ
し
め
、
消

費
需
要
を
減
退
さ
せ
る
原
因
と
な
り
、
ま
た
物
価
に
対
し
て
低
落
若
し
く
は
上
昇
抑
制
の
原

因
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

そ
れ
が
ど
の
程
度
に
及
ぶ
か
は
そ
れ
の
み
を
以
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
財
政

投
融
資
、
産
業
設
備
投
資
が
大
休
二
十
七
年
度
実
績
程
度
の
水
準
で
あ
る
こ
と
、
他
方
生
産

能
力
が
こ
の
聞
に
著
し
く
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
二
十
七
年
度
の
水
準
に
か
え
る

以
上
の
影
響
を
予
測
せ
ざ
る
を
符
な
い
。
唯
予
算
全
休
と
し
て
は
、
他
而
で
消
費
的
支
出
、

特
に
紡
術
関
係
資
の
ご
と
き
不
生
産
的
消
費
の
増
加
が
あ
り
、
且
収
支
は
均
術
の
域
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
財
政
投
資
の
削
減
の
み
を
と
り
出
し
て
み
た
場
合
予
怨
さ
れ

る
躍
の
デ
フ
レ
効
果
は
朋
待
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
に
財
政
投
融
資
の
削
減

と
平
行
し
て
金
融
政
策
が
愈
之
附
品
要
性
を
も
っ
て
く
る
所
以
が
あ
る
。
〈
伊
賀
)

一九
五
六

戦
後
に
於
け
る
財
政
投
資
の

推
移
と
問
題
点

i
ー
特
に
そ
の
量
的
友
び

質
的
意
義
に
つ
い
て
|

|

目

次

て

は

が

き

二
、
財
政
投
資
の
意
義
と
作
用

付
財
政
投
資
の
量
的
及
び
質
的
意
義

仲
財
政
投
資
の
量
的
及
び
質
的
作
用

一
二
、
戦
後
の
財
政
投
資
実
舶
の
検
討

付
戦
後
の
財
政
投
資
概
観
と
投
資
規
模
の
推
移

同

一
般
会
計
に
お
け
る
投
出
資
の
推
移

回
復
興
金
融
金
庫
と
見
返
資
金
の
回
顧

側
資
金
、
起
用
部
と
産
業
投
資
会
計
の
役
割

同
対
民
間
・
並
楽
投
資
の
段
階
的
意
義
並
び
に
投
資
の
現
在
高

問
、
金
融
引
締
政
策
下
の
財
政
投
資

付
財
政
投
資
と
通
貨
政
策
の
関
係

同
二
十
九
年
度
の
財
政
投
資
削
減
と
そ
の
評
側

伺
明
年
度
の
財
政
投
資
を
め
ぐ
る
諮
問
題

五

、

む

す

び
し

刀
口
白羽
H
Q
u

・9
白
・

n
"
4
4
2
.
Tム
‘

一
、
は
し
が
き

昭
和
二
十
九
年
度
の
所
割
緊
縮
財
政
は
財
政
投
融
資
の
大
幅
削
減
の
中
に
そ
の
最
大
の
特
色


